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第

１

章
 

過

去

の

デ

フ

ォ

ル

ト

に

学

ぶ

 

 

 

国

レ

ベ

ル

の

デ

フ

ォ

ル

ト

（

債

務

不

履

行

）

を

、

歴

史

を

遡

っ

て

検

証

し

て

み

よ

う

。 

日

本

に

お

い

て

も

デ

フ

ォ

ル

ト

は

、

そ

れ

ほ

ど

珍

し

い

こ

と

で

は

な

か

っ

た

。 

 

永

仁

の

徳

政

令

 

 

最

初

の

例

は

、

永

仁

の

徳

政

令

と

言

わ

れ

て

い

る

も

の

だ

。 

１

２

９

７

年

（

永

仁

５

年

）

に

鎌

倉

幕

府

の

９

代

執

権

・

北

条

貞

時

が

発

令

し

た

日

本

で

最

初

の

徳

政

令

と

さ

れ

て

い

る

。 

正

確

な

条

文

は

不

明

だ

が

、

「

御

家

人

か

ら

買

い

取

っ

た

土

地

は

無

償

で

返

還

す

る

こ

と

」

が

主

だ

っ

た

内

容

だ

っ

た

。 

こ

れ

は

幕

府

の

基

盤

で

あ

る

御

家

人

体

制

の

維

持

に

力

点

が

あ

っ

た

と

理

解

さ

れ

て

い

る

。 
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土

地

を

巻

き

上

げ

ら

れ

た

人

た

ち

の

中

に

は

、

御

家

人

も

い

て

、

多

く

の

反

発

を

招

い

て

し

ま

っ

た

。 

そ

し

て

有

力

御

家

人

を

は

じ

め

民

衆

の

心

は

幕

府

か

ら

離

れ

て

い

く

こ

と

に

な

っ

た

。 

 

太

平

洋

戦

争

直

後

 

 

最

近

で

は

、

太

平

洋

戦

争

直

後

の

昭

和

２

１

年

に

 

預

金

封

鎖

、

新

円

切

り

替

え

が

行

わ

れ

て

い

る

。 

当

時

の

日

本

で

は

敗

戦

処

理

と

し

て

多

額

の

財

政

支

出

が

行

わ

れ

た

な

ど

の

結

果

、

戦

前

に

比

べ

て

２

０

０

倍

の

イ

ン

フ

レ

と

な

っ

て

い

た

。 

 

こ

の

た

め

日

本

政

府

は

、

昭

和

２

１

年

２

月

に

金

融

緊

急

措

置

令

、

日

本

銀

行

券

預

入

令

、

お

よ

び

臨

時

財

産

調

査

令

の

３

つ

の

法

令

を

発

行

し

た

。 

そ

し

て

５

円

以

上

の

日

本

銀

行

券

を

強

制

的

に

預

金

さ

す

、

既

に

あ

る

預

金

と

一

緒

に

封

鎖

し

た

。 

預

金

を

下

ろ

す

場

合

に

は

新

円

で

、

毎

月

、

世

帯

主

が

３

０

０

円

、

家

族

が

１

０

０

円

だ

け

だ

っ

た

。 

そ

し

て

、

古

い

紙

幣

は

３

月

か

ら

使

え

な

く

し

て
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し

ま

っ

た

。

こ

れ

が

新

円

切

り

替

え

だ

。 

 

そ

の

際

ど

の

よ

う

な

課

税

が

行

わ

れ

た

の

か

。

当

時

、

以

下

の

よ

う

な

課

税

が

行

わ

れ

た

。 

 

●

富

裕

税

 

：

 

資

産

の

集

中

を

防

ぐ

た

め

に

財

産

に

課

税

。 

 

５

０

０

万

以

下

：

非

課

税

 

５

０

０

万

円

超

：

０

．

５

％

 

１

０

０

０

万

円

超

：

１

％

 

２

０

０

０

万

円

超

：

２

％

 

５

０

０

０

万

円

超

：

３

％

 

 

●

非

戦

災

者

特

別

税

 

：

 

戦

災

者

と

非

戦

災

者

が

い

る

の

は

不

公

平

と

い

う

こ

と

か

ら

、

家

屋

を

借

り

て

い

る

非

戦

災

者

に

対

し

て

、

家

賃

の

３

ヶ

月

分

、

家

屋

を

所

有

し

て

い

る

者

に

対

し

て

は

６

か

月

分

を

課

税

し

た

。
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●

戦

時

補

償

特

別

税

 

：

 

戦

時

中

に

発

生

し

た

民

間

企

業

の

政

府

に

対

す

る

未

払

い

代

金

の

請

求

権

に

、

１

０

０

％

の

課

税

を

行

っ

た

。

実

質

の

踏

み

倒

し

だ

。

 
 

 

●

取

引

税

 

：

 

取

引

額

に

対

し

て

、

１

％

を

課

税

。

現

在

の

消

費

税

だ

。

 
 

 

●

財

産

税

 

：

 

一

定

の

金

額

を

超

え

る

金

額

に

対

し

て

、

２

５

％

（

１

５

０

０

万

円

超

に

は

、

９

０

％

超

）

課

税

し

た

。

ほ

ぼ

富

裕

層

の

資

産

は

没

収

で

あ

る

。

 
 

 

●

再

評

価

税

 

：

 

戦

後

の

イ

ン

フ

レ

に

よ

っ

て

価

値

が

増

大

し

た

資

産

を

再

評

価

し

て

、

６

％

の

課

税

を

行

っ

た

。

 
 

『

資

産

疎

開

』

 

太

田

晴

雄

 

実

業

之

日

本

社

 

よ

り

引

用
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海

外

で

の

デ

フ

ォ

ル

ト

 

 

海

外

に

お

い

て

も

デ

フ

ォ

ル

ト

は

頻

繁

に

発

生

し

て

い

る

。 

つ

い

最

近

、

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

が

デ

フ

ォ

ル

ト

し

た

。

尐

し

前

に

も

、

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

、

ロ

シ

ア

、

エ

ク

ア

ド

ル

、

ペ

ル

ー

な

ど

で

も

デ

フ

ォ

ル

ト

が

発

生

し

て

い

る

。 

 

１

９

９

８

年

８

月

に

ロ

シ

ア

が

、

２

０

０

１

年

１

１

月

に

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

が

、

そ

れ

ぞ

れ

国

債

の

デ

フ

ォ

ル

ト

を

起

こ

し

て

い

る

し

、

エ

ク

ア

ド

ル

で

は

２

回

（

１

９

９

９

年

８

月

と

２

０

０

８

年

１

２

月

）

起

き

て

い

て

、

そ

れ

ほ

ど

珍

し

い

こ

と

で

は

な

い

。 

た

だ

、

こ

れ

ら

の

国

の

デ

フ

ォ

ル

ト

は

す

べ

て

外

貨

建

て

債

務

の

デ

フ

ォ

ル

ト

で

あ

っ

て

、

日

本

の

よ

う

に

国

債

の

９

０

％

以

上

が

国

内

で

消

化

さ

れ

て

い

る

の

と

は

わ

け

が

違

う

。 

 

ロ

シ

ア

、

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

で

は

、

デ

フ

ォ

ル

ト

が
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起

き

た

四

半

期

の

Ｇ

Ｄ

Ｐ

成

長

率

は

前

期

比

年

率

で

２

０

％

を

超

え

る

マ

イ

ナ

ス

を

記

録

し

た

が

、

ロ

シ

ア

は

そ

の

翌

四

半

期

、

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

で

も

翌

々

四

半

期

に

プ

ラ

ス

に

転

じ

て

い

る

。 

デ

フ

ォ

ル

ト

前

後

の

イ

ン

フ

レ

率

の

変

化

を

見

て

み

る

と

、

ロ

シ

ア

や

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

な

ど

で

は

デ

フ

ォ

ル

ト

後

に

イ

ン

フ

レ

率

が

急

上

昇

し

た

が

、

２

０

０

８

年

の

エ

ク

ア

ド

ル

な

ど

で

は

、

イ

ン

フ

レ

率

は

落

ち

着

い

て

い

て

、

必

ず

し

も

デ

フ

ォ

ル

ト

＝

イ

ン

フ

レ

と

も

言

い

切

れ

な

い

。 

 

デ

フ

ォ

ル

ト

前

後

に

イ

ン

フ

レ

が

蔓

延

す

る

か

ど

う

か

は

、

為

替

レ

ー

ト

と

も

非

常

に

関

連

し

て

い

て

、

デ

フ

ォ

ル

ト

後

に

イ

ン

フ

レ

が

進

行

し

た

ロ

シ

ア

や

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

で

は

、

い

ず

れ

も

デ

フ

ォ

ル

ト

後

に

為

替

レ

ー

ト

が

急

落

し

て

い

る

。 

一

方

、

デ

フ

ォ

ル

ト

前

後

を

通

じ

て

イ

ン

フ

レ

率

が

安

定

的

に

推

移

し

て

い

た

ペ

ル

ー

は

、

為

替

レ

ー

ト

も

比

較

的

安

定

に

推

移

し

て

い

た

。 
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次

に

為

替

レ

ー

ト

の

急

落

を

招

い

た

原

因

は

と

い

う

と

、

ド

ル

・

ペ

ッ

グ

（

ド

ル

に

固

定

の

レ

ー

ト

で

自

国

通

貨

を

連

動

さ

す

る

）

制

な

ど

の

硬

直

し

た

為

替

制

度

に

問

題

が

あ

る

。 

結

果

的

に

変

動

相

場

制

へ

の

移

行

を

余

儀

な

く

さ

れ

、

通

貨

の

急

落

に

見

舞

わ

れ

た

。 

 

ペ

ル

ー

は

、

他

の

中

南

米

諸

国

に

先

駆

け

て

９

０

年

代

初

頭

に

は

「

変

動

相

場

制

」

に

移

行

し

て

い

た

の

で

、

通

貨

の

急

落

に

は

つ

な

が

ら

な

か

っ

た

。 

 

 

そ

の

他

の

要

素

と

し

て

、

再

建

の

進

め

方

が

自

発

的

か

ど

う

か

も

大

き

な

要

素

で

あ

っ

た

。

デ

フ

ォ

ル

ト

前

か

ら

債

権

者

と

の

交

渉

に

入

っ

て

あ

る

程

度

、

根

回

し

が

済

ん

だ

状

態

で

デ

フ

ォ

ル

ト

す

る

の

と

、

外

部

か

ら

強

制

的

に

リ

セ

ッ

ト

さ

れ

る

の

と

で

は

、

そ

の

後

の

動

揺

も

違

っ

て

く

る

。 

 

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

の

場

合

 

 

さ

て

、

デ

フ

ォ

ル

ト

が

ど

ん

な

状

況

で

発

生

し

た
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の

か

、

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

の

場

合

か

ら

見

て

み

よ

う

。 
ア

イ

ス

ラ

ン

ド

の

場

合

の

デ

フ

ォ

ル

ト

は

、

特

に

国

債

の

債

務

不

履

行

が

原

因

で

は

な

い

が

、

ご

く

最

近

の

出

来

事

で

記

憶

に

新

し

く

、

デ

フ

ォ

ル

ト

前

の

華

々

し

さ

か

ら

取

り

上

げ

た

。 

 

 

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

共

和

国

は

、

イ

ギ

リ

ス

の

北

西

に

位

置

す

る

北

大

西

洋

上

の

小

さ

な

島

国

で

、

人

口

は

３

２

万

人

と

埼

玉

県

越

谷

市

と

同

じ

位

だ

。 

 

こ

の

よ

う

な

小

さ

な

国

に

外

国

か

ら

莫

大

な

資

金

が

流

入

し

、

一

時

は

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

の

銀

行

の

総

資

産

額

が

Ｇ

Ｄ

Ｐ

の

１

０

倍

に

も

達

し

、

金

融

王

国

と

ま

で

も

て

は

や

さ

れ

た

。 

し

か

し

、

サ

ブ

プ

ラ

イ

ム

問

題

が

発

覚

す

る

と

、

外

国

資

金

は

あ

っ

と

い

う

間

に

逃

げ

て

し

ま

っ

た

。 

サ

ム

ラ

イ

債

の

デ

フ

ォ

ル

ト

な

ど

借

り

た

資

金

を

返

す

な

く

な

り

、

２

０

０

８

年

１

０

月

に

破

綻

し

た

。 

 

そ

の

後

の

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

は

、

Ｉ

Ｍ

Ｆ

の

管

理

の
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下

で

耐

乏

生

活

を

余

儀

な

く

さ

れ

て

い

る

。 
Ｇ

Ｄ

Ｐ

は

２

０

０

９

年

マ

イ

ナ

ス

６

．

５

％

（

前

年

比

）

、

失

業

率

も

２

０

１

０

年

に

は

、

１

０

％

に

近

づ

い

て

い

る

。 

た

だ

、

２

０

０

８

年

に

は

１

８

％

に

達

し

た

イ

ン

フ

レ

率

［

図

表

１

―

１

］

も

、

こ

の

と

こ

ろ

落

ち

着

き

を

見

す

、

ハ

イ

パ

ー

イ

ン

フ

レ

に

は

な

っ

て

い

な

い

。 
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韓

国

の

場

合

 

 

韓

国

の

場

合

の

破

綻

も

、

特

に

国

債

の

債

務

不

履

行

が

原

因

で

は

な

い

が

、

お

隣

の

国

で

あ

っ

て

、

経

済

発

展

も

著

し

い

の

で

取

り

上

げ

た

。 
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韓

国

の

場

合

も

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

と

同

様

に

海

外

か

ら

の

多

額

の

融

資

を

受

け

な

が

ら

経

済

成

長

に

ま

い

進

し

て

い

た

最

中

に

、

中

堅

財

閥

の

韓

宝

グ

ル

ー

プ

か

ら

始

ま

っ

た

破

綻

が

相

次

ぎ

、

つ

い

に

起

亜

自

動

車

の

経

営

危

機

が

表

面

化

し

た

。 

そ

し

て

、

企

業

の

破

綻

が

続

く

中

、

１

９

９

７

年

の

ア

ジ

ア

通

貨

危

機

が

起

き

て

し

ま

い

、

結

局

Ｉ

Ｍ

Ｆ

に

援

助

要

請

を

す

る

他

な

く

な

っ

た

。 

よ

っ

て

厳

密

に

は

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

と

は

相

違

す

る

か

も

し

れ

な

い

が

、

厳

し

い

Ｉ

Ｍ

Ｆ

に

よ

る

統

制

を

受

け

た

こ

と

に

は

違

い

な

い

。 

Ｉ

Ｍ

Ｆ

に

よ

る

統

制

に

よ

り

起

き

た

出

来

事

を

総

称

し

て

「

Ｉ

Ｍ

Ｆ

危

機

」

と

呼

ん

で

い

る

。 

 

Ｉ

Ｍ

Ｆ

に

よ

り

市

場

開

放

を

迫

ら

れ

、

多

く

の

主

力

銀

行

に

外

国

資

本

が

参

入

し

て

牛

耳

ら

れ

、

倒

産

、

失

業

、

財

閥

解

体

な

ど

に

直

面

し

た

。 

銀

行

間

取

引

金

利

が

１

年

前

に

比

べ

て

約

３

倍

の

２

７

％

に

な

っ

た

他

、

通

貨

ウ

ォ

ン

は

米

ド

ル

に

対

し

て

約

半

分

の

価

値

に

な

り

、

失

業

率

も

通

常

２

～



 

12 

３

％

な

の

が

、

１

９

９

８

年

に

は

７

％

台

ま

で

上

昇

し

た

。 

 

株

価

も

下

落

を

続

け

、

韓

国

株

価

指

数

が

１

１

０

０

を

超

え

て

い

た

１

９

９

０

年

代

半

ば

か

ら

数

年

で

株

価

は

約

４

分

の

１

に

な

っ

た

。 

１

９

９

８

年

の

実

質

経

済

成

長

率

は

マ

イ

ナ

ス

５

％

を

下

回

り

、

前

年

か

ら

１

０

％

以

上

も

急

落

し

た

。 

１

人

あ

た

り

の

Ｇ

Ｄ

Ｐ

も

１

９

９

６

年

に

は

１

万

２

０

０

０

ド

ル

を

超

え

て

い

た

の

に

、

１

９

９

８

年

に

は

８

０

０

０

ド

ル

を

割

り

込

ん

で

し

ま

っ

た

。 

 

た

だ

、

韓

国

の

イ

ン

フ

レ

率

（

前

年

比

）

［

図

表

１

―

２

］

は

、

１

９

９

７

年

に

６

％

を

超

え

若

干

増

加

し

た

も

の

の

直

ぐ

に

１

～

３

％

台

に

戻

り

、

や

は

り

ハ

イ

パ

ー

イ

ン

フ

レ

に

は

な

っ

て

い

な

い

。 

 



 

13 

  



 

14 

 

ネ

バ

ダ

レ

ポ

ー

ト

 

 

 

こ

の

章

の

最

後

に

、

２

０

０

１

年

に

Ｉ

Ｍ

Ｆ

に

よ

り

検

討

さ

れ

た

ネ

バ

ダ

レ

ポ

ー

ト

に

つ

い

て

も

触

れ

て

お

こ

う

。 

ネ

バ

ダ

レ

ポ

ー

ト

と

い

う

の

は

、

債

務

が

雪

だ

る

ま

式

に

増

え

て

い

く

日

本

の

現

状

を

踏

ま

え

て

、

Ｉ

Ｍ

Ｆ

が

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

を

行

っ

た

と

さ

れ

て

い

て

、

国

会

で

２

０

０

２

年

２

月

１

４

日

の

衆

院

予

算

委

員

会

で

も

取

り

上

げ

ら

れ

た

。 

 

内

容

は

次

の

通

り

で

あ

る

。 

 

１

．

公

務

員

の

総

数

、

給

料

は

３

０

％

以

上

カ

ッ

ト

。

ボ

ー

ナ

ス

は

例

外

な

く

全

額

カ

ッ

ト

。 

 

２

．

公

務

員

の

退

職

金

は

一

切

認

め

な

い

。 

 

３

．

年

金

は

一

律

３

０

％

カ

ッ

ト

。 
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４

．

国

債

の

利

払

い

は

５

～

１

０

年

間

、

一

時

停

止

。 

 

５

．

消

費

税

を

１

５

％

引

き

上

げ

て

２

０

％

に

す

る

。 

 

６

．

課

税

最

低

額

を

引

き

下

げ

、

年

収

１

０

０

万

円

以

上

か

ら

徴

税

。 

 

７

．

資

産

税

を

導

入

し

、

不

動

産

に

対

し

て

は

公

示

価

格

の

５

％

を

課

税

。

債

券

、

社

債

は

５

～

１

５

％

を

課

税

。

株

式

は

取

得

金

額

の

１

％

課

税

。 

 

８

．

預

金

は

一

律

ペ

イ

オ

フ

を

実

施

す

る

と

共

に

、

第

２

段

階

と

し

て

預

金

の

３

０

％

～

４

０

％

を

カ

ッ

ト

す

る

。 

 

ど

う

だ

ろ

う

か

。 

実

際

の

日

本

は

何

と

な

く

ネ

バ

ダ

レ

ポ

ー

ト

に

沿
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っ

た

方

向

に

進

ん

で

い

る

よ

う

な

感

じ

も

す

る

が

、

項

目

１

や

２

は

、

公

務

員

の

相

当

な

反

発

に

あ

い

、

実

現

す

る

の

だ

ろ

う

か

と

思

っ

て

し

ま

う

。 

 

２

０

１

０

年

１

０

月

に

Ｉ

Ｍ

Ｆ

の

世

界

金

融

安

定

報

告

書

は

、

「

ユ

ー

ロ

圏

の

（

財

政

問

題

に

よ

る

）

混

乱

が

起

き

て

以

降

、

国

内

も

海

外

の

投

資

家

も

、

よ

り

疑

い

の

目

で

日

本

の

財

政

状

況

を

再

審

査

し

て

い

る

」

と

し

て

警

鐘

を

鳴

ら

し

て

い

る

。 
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第

１

章

の

ま

と

め

 

 

 

国

家

が

破

綻

し

て

Ｉ

Ｍ

Ｆ

の

管

理

下

に

入

る

と

、

銀

行

な

ど

の

倒

産

、

収

入

の

減

尐

、

増

税

、

外

資

に

よ

る

買

収

な

ど

生

活

レ

ベ

ル

の

低

下

や

負

担

の

増

大

は

免

れ

な

い

と

思

わ

れ

る

。 

日

本

の

よ

う

に

外

国

か

ら

の

債

務

で

破

綻

す

る

訳

で

は

無

い

場

合

に

、

Ｉ

Ｍ

Ｆ

に

建

て

直

し

を

要

請

す

る

か

ど

う

か

分

か

ら

な

い

点

も

あ

る

が

、

Ｉ

Ｍ

Ｆ

の

作

成

し

た

ネ

バ

ダ

レ

ポ

ー

ト

に

近

い

扱

い

を

受

け

る

覚

悟

は

必

要

だ

。 
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